
劣化度調査票 調査日 2017/9/26

凡例 自由記述欄 調査者

特記事項

年度 内容

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 開閉不良がある

■ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 塀の倒れ、欠損等により容易に

人が侵入できる

■ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 車の進入、又は人の歩行に著し

い支障がある

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 倒れにより周辺に危険をおよぼ

す可能性がある

照明の不点灯 □ 3割程度ある □ 半数以上ある

□ 「おおむね適正」 □ 「不適正」 □ ポンプ、ブロアー、タイマー等の

機器の故障

↓

□

□

□

□

漏水(雨漏れ) □ 1箇所 □ 2箇所以上

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 破断箇所が1箇所（１００㎡

あたり）

□ 破断箇所が2箇所以上（１００㎡

あたり）

漏水(雨漏れ) □ 1箇所 □ 2箇所以上

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 破断箇所が10箇所未満

（100㎡あたり）

□ 破断箇所が10箇所以上（100㎡

あたり）

防水層接合部の破断 □ 20％未満（接合部全長に対

して）

□ 20％以上（接合部全長に対し

て）

漏水(雨漏れ) □ 1箇所 □ 2箇所以上

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□ 破断箇所が3箇所未満（100

㎡あたり）

□ 破断箇所が3箇所以上（100㎡あ

たり）

↓

□

□

□ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□

■

□

□

□

□

□

はく落 □ 1箇所（100㎡あたり） □ 2箇所（100㎡あたり） □ 3箇所以上（100㎡あたり）

浮き □ 5％未満（面積） □ 5～10％（面積） □ 10％以上（面積）

ひび割れ ■ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

はく落 □ 5％未満（面積） □ 5～10％（面積） □ 10％以上（面積）

はらみ □ 10％未満（面積） □ 10～20％（面積） □ 20％以上（面積）

浮き □ 30％未満（面積） □ 30～50％（面積） □ 50％以上（面積）

ひび割れ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

塗装の磨耗、割れ、ふくれ、はがれ □ 20％未満（面積） □ 20％以上（面積） □ 50％以上（面積）

塗装の汚れ、変退色、光沢度低下、

白亜化

□ 20%以上（面積） □ 50%以上（面積） □ 全面的にある、著しい

欠け及び割れ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

取付け金物のさび、腐食及び脱落 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□

塗装の磨耗、割れ、ふくれ、はがれ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□

塗装の汚れ、変退色、光沢度低下、

白亜化

□ 20%以上（面積） □ 50%以上（面積） □ 全面的にある、著しい

□

目地などのシーリング材のき裂等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

はく落 □ 5％未満（面積） □ 5～10％（面積） □ 10％以上（面積）

はらみ □ 10％未満（面積） □ 10～20％（面積） □ 20％以上（面積）

浮き □ 30％未満（面積） □ 30～50％（面積） □ 50％以上（面積）

ひび割れ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

パネル面又は取合い部の、変形、浮

き、剥離、錆及び腐食

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

表面処理の劣化

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□

□

□

□

□

建

物

漏水(雨漏れ) □

屋根ふき材の腐食、破損

金属(ガルバリウム鋼板)

笠木に著しい浮きやき裂等の損傷、変形や腐食による脱落の恐れがある

屋上設置の機器、工作物本体及び接合部に著しい損傷、変形、腐食がある

建築設備の囲障に著しい損傷、変形、腐食がある

手すりに著しい腐食、変形、ぐらつきがある

★その他、安全衛生に係る不具合

★その他、安全衛生に係る不具合

B

-

-

-

B

0%

0%

-

A

パラペット、ルーフドレインに損傷、詰まりがある

屋根葺き材 □

- 15

20

40

40 -

ｽﾚｰﾄ板

10%

100%

各種ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ、

ALCﾊﾟﾈﾙ等 + 塗り仕

上げ

20

-

-

金属(

金属(金属(

金属(カラーアルミ)

カラーアルミ)カラーアルミ)

カラーアルミ)

防水層のふくれ、損傷、ひび割れ、は

く離、又は保護塗装の摩耗・はく離

100%

0%

-20

防水層のふくれ、損傷、ひび割れ、は

く離、又は保護塗装の摩耗・はく離

-

15

-

-

-

15

屋外階段に著しい塗装のはがれ、錆、鉄筋の錆汁、仕上材のき裂、剝落等がある

バルコニー、屋外階段等の手すりに著しい腐食、変形、ぐらつきがある

タラップに著しい腐食、変形、ぐらつきがある

A

庇に著しい剝落、き裂、腐食等がある

雨樋、支持金物等に著しいぐらつきがある

-

■

■ -

改修履歴

部位・設備区分

共

　

用

　

設

　

備

外構

(門・へい・玄関前舗

装)

構内舗装

(屋外駐車場等)

構内外灯

構内線路

(引込み先から建物まで

の配線)

屋外配管

(引込み先から建物まで

の配管)

浄化槽

-

■

-

□

容量

（人槽）

-

■

2箇所以上

-

-

-

40

-

A

15

-

B

-

-

-

B

舗装の不陸、傾斜、陥没等の損傷

ポール等にぐらつき、傾き、損傷、変

形又はさび

A

15

20

40

15

-

15

20

40 -

-

A

-

A

防水層のふくれ、損傷、ひび割れ、は

く離、又は保護塗装の摩耗・はく離

1箇所

20

40

15

100%

AB

40

■

-

■

A

計

面積

Ｃ　劣化が進んでいる D　機能喪失しているＢ　劣化が始まっている

門柱、門扉の変形、ぐらつき、さび

塀のひび割れ、傾き、き裂、さび

40

更新

周期

階数

対象の

規  模

建築面積（㎡）

延床面積（㎡）

地下

地上

A

経年

評価

□ □

□

■

-

金属(カラー鉄板・折板)

20

■

60%

対

象

面

積

の

割

合

（

見

付

面

積

）

30%

0%

0%

屋

根

漏水(雨漏れ)

防水層のふくれ、損傷、ひび割れ、は

く離、又は保護塗装の摩耗・はく離

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(露出)

シート防水

塗膜防水

□

□

□

押さえコンクリート

押さえコンクリート+タイル

砂利敷

コンクリート平板

スレート(波板)

瓦(セメント)

対

象

面

積

の

割

合

(

建

築

面

積

)

金属(カラーアルミ)

アスファルト防水（押さえ）

計▼主要な仕様

屋根葺

屋根葺屋根葺

屋根葺き

きき

き材

材材

材

部分的にある
0% - - 40 -

外

壁

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

コンクリート打放し仕

上

押し出し成型ｾﾒﾝﾄ板

ALC板

▼主要な仕様

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

↓

-

モルタル下地 ＋ 塗

り仕上

タイル貼り仕上

2002

SRC

市民文化系施設

15

80 敷地面積（㎡）

A

〈特記事項〉

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

指定検査機関から提出される検査結

果書の判定

□

□

1箇所 2箇所以上

□

B

経年

15

劣化

判定

-

広範囲にある 全面的にある、著しい

NO.

施設名

建物名

用途

構造

建築年度（西暦）

経年

目標耐用年数

5

2

24543.810

5106.800

16129.430

和泉シティプラザ

〃

19

　↓　右の「判定基準」の該当有無によりＡ～Ｄで評価する

判定基準　（該当しないものはＡ）

〈劣化事象〉

-

--

-

-

--

-

総　合

劣化判定

B

BB

B

B

BB

B

B

BB

B

A

AA

A

A

AA

A

-

--

-

B

BB

B

-

--

-

-

--

-

B

BB

B

B

BB

B

-

--

-

A

AA

A

A

AA

A

-

--

-

A

AA

A

建物に付属する部位や設備に

チェックを入れることで、その箇所

の劣化度を表示します。

改修年度や内容を記載することで、

次に更新するのが何年後になるか

把握することができます。

各項目で該当する判定基準をチェッ

クします。

経年評価と劣化判定の結果、劣化度の

高い方を基準として総合評価を自動的

に表示します。

対象とする施設の情報を入力

します。

1

2

4

5

部位･設備ごとの割合や台数を記入

します。。

3



年度 内容

改修履歴

部位・設備区分

Ｃ　劣化が進んでいる D　機能喪失しているＢ　劣化が始まっている

更新

周期

対象の

規  模

経年

評価

経年

劣化

判定

判定基準　（該当しないものはＡ）

〈劣化事象〉

総　合

劣化判定

↓

窓サッシの腐食、変形 □ 10%未満(建具箇所数) □ 10～30%(建具箇所数) □ 30%以上(建具箇所数)

■

シーリング材の腐食、き裂、硬化等 □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい □ 漏水箇所が多数ある

□

開閉作動不良 □ 10%未満(建具箇所数) □ 10～30%(建具箇所数) □ 30%以上(建具箇所数)

□

□

仕上げ材の欠損、はく離、浮き □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

汚れ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

仕上げ材のあばれ、き裂、浮き、はく

離

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

汚れ □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

仕上げ材のあばれ、き裂、浮き、はく

離

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

汚れ ■ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

器具の塗装、カバーの変色、ふくれ、

ひび割れ、さびなどによる劣化

□ 30%未満(器具数) □ 30%以上(器具数) □ 60%以上(器具数)

入切りの作動及び点灯の異常 □ 10%未満(器具数) □ 10～30%(器具数) □ 30%以上(器具数)

分電盤の腐食、汚損、損傷 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

電力の供給機能低下 □ 供給に支障がある □ 供給できない、

または著しい支障がある

機器の汚損・損傷 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

機器の機能低下、故障 □ 故障履歴が1～2回 □ 故障履歴が3回以上、

または故障中

□ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

空調機（パッケージ型）・換気扇の損

傷、変形、き裂

□ 30%未満(機器数) □ 30%以上(機器数) □ 60%以上(機器数)

↓

空調機（パッケージ型）・換気扇の機

能低下、故障

□ 10%未満(機器数) □ 10～30%(機器数) □ 30%以上(機器数)

■

空調機（ユニット型・コンパクト型）・送

風機の損傷、変形、き裂、腐食

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□

空調機（ユニット型・コンパクト型）・送

風機の機能低下、故障

□ 故障履歴が1～2回 □ 故障履歴が3回以上、

または故障中

↓

熱源機（冷凍機、冷却塔、ボイラー

等）の損傷、変形、き裂、腐食

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

□

熱源機（冷凍機、冷却塔、ボイラー

等）の機能低下、故障

□ 故障履歴が1～2回 □ 故障履歴が3回以上、

または故障中

□

□

吹出口の汚損、発錆等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

冷温水配管等の損傷、変形、腐食等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

吹出口からの冷気・暖気供給の機能

低下

□ 供給に支障がある □ 供給できない、

または著しい支障がある

給水・排水の水槽・ポンプ類の汚損、

発錆等

■ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

水槽・ポンプ類の機能低下、故障 □ 故障履歴が1～2回 □ 故障履歴が3回以上、

または故障中

□

□

給水配管の汚損、発錆等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

給水の機能低下 □ 給水に支障がある □ 給水ができない、

または著しい支障がある

便器、洗面器、流し台等の汚損、き

裂、その他の損傷

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

便器、洗面器等の機能低下、故障 □ 使用できないものが30%未

満

□ 使用できないものが30%以上

給湯設備の汚損、発錆等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

給湯の機能低下 □ 給湯に支障がある □ 給湯できない

または著しい支障がある

排水管、排水ますの汚損、発錆等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

排水の機能低下 □ 排水に支障がある □ 排水できない

または著しい支障がある

ガス管の汚損、発錆等

（ゴム管の硬化、ひび割れ等）

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

ガス供給の機能低下 □ 供給に支障がある □ 供給できない、

または著しい支障がある

停止階

数

7

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

台数 5

停止階

数

6

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

台数 1

停止階

数

7

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

台数 1

停止階

数

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

台数

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

A

B

A

15 40 A

15

B

B2015

15 20 B

A

15

15 20

A

- 20

40

-

-

-

-

-

-

-

〈特記事項〉

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

A15 40

A

〈特記事項〉

--

-

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

A-

15 40

20

A

A

B

A

A

シャッターに著しい腐食、変形、開閉不良がある

★その他、安全衛生に係る不具合

A

-

機器本体から異音、異臭、振動等がある

機器本体から異音、異臭、振動等がある

固定部にき裂、腐食、アンカーボルトの緩み等がある

A

〈特記事項〉

A

A

扉に著しい腐食・変形、開閉不良がある

A

40

40

20

15

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

〈特記事項〉

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

-

-

〈特記事項〉

A15 40

15 40

40

A

★その他、安全衛生に係る不具合

★その他、安全衛生に係る不具合

固定部にき裂、腐食、アンカーボルトの緩み等がある

15

〈特記事項〉

15

15 40

15

20-

-

15

15

15

B

A

A

AB

A

- 15 40

40

-

台数

空調・換気設備(機器類)

-

電灯・動力設備

（盤・配線等）

通信・情報設備

(電話、拡声放送、テレビ

共同受信、視聴覚、監視

カメラ、情報通信網

(LAN)

警報設備(自動火災

報知機、通信・情報

(防災))

-

-

-

-

-乗用エレベータ①

非常用エレベータ②

非常用エレベータ①

□

A

A

A

建具

鋼製建具

ステンレス製建具

アルミ製建具

B

■

■

給湯設備

(飲用)

■

■

□

- A

20

機

械

設

備

内部床

内部壁

電

気

設

備

建

物

内

部

外

部

開

口

部

電灯・動力設備

（照明器具）

■

■

個別空調方式

■

■

□

受水・排水設備

（水槽類・ポンプ等）

■

給水設備

（水槽類・ポンプ等以

外）

■

ガス設備

(ガス配管等)

排水設備

(水槽類・ポンプ以外)

■

■

衛生設備

(便器・水栓等)

■

□

■

■

40

A

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

B

A

内部その他(天井他)

小荷物昇降機

　ガス

　電気

ガス

電気

中央空調方式

（ユニット型・コンパクト

型）

-

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

昇

降

設

備

空調・換気設備(配

管・ダクト・吹出口類)

■

乗用エレベータ②

■

A

AA

A

B

BB

B

B

BB

B

B

BB

B

A

AA

A

B

BB

B

B

BB

B

A

AA

A

A

AA

A

A

AA

A

B

BB

B

A

AA

A

B

BB

B

-

--

-

-

--

-

A

AA

A

A

AA

A

A

AA

A

A

AA

A

A

AA

A

B

BB

B



年度 内容

改修履歴

部位・設備区分

Ｃ　劣化が進んでいる D　機能喪失しているＢ　劣化が始まっている

更新

周期

対象の

規  模

経年

評価

経年

劣化

判定

判定基準　（該当しないものはＡ）

〈劣化事象〉

総　合

劣化判定

入切りの作動及び点灯の異常（不点

灯）

□ 10%未満(器具数) □ 10～30%(器具数) □ 30%以上(器具数)

■ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

★その他、安全衛生に係る不具合 □

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

★その他、安全衛生に係る不具合 □

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

□ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

□ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

避雷針の支柱の腐食、損傷等 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

■ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

水槽の本体、架台に損傷、変形、腐

食等の劣化・漏水

□ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

高置水槽からの給水に支障がある □ 給水に支障がある □ 給水ができない、

または著しい支障がある

ボイラー等の損傷、変形、き裂、腐食 □ 部分的にある □ 広範囲にある □ 全面的にある、著しい

熱源機（冷凍機、冷却塔、ボイラー

等）の機能低下、故障

□ 故障履歴が1～2回 □ 故障履歴が3回以上、

または故障中

□

□

□ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

□ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

□ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

地上階の

設置階数

5

■ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

地下階の

設置階数

2

■ 「不良」判定がある □ 経年劣化に係る「不良」判

定がある

□ 機能不全に係る「不良」判定が

ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が数箇所ある

□ 「要経過観察、部品改善推

奨」等が多数ある

□ 「要取替、要修理」等が多数あ

る、

著しい機能不全がある

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

□ □ □

-

誘導灯設備

受変電設備

自家発電設備

直流電源設備

対象面

積の割

合

延㎡ 約

1/20

-

B

15 20

-

-

-

-

-

-

-

B15

A

-

〈特記事項〉

B

A

A

-

A

A

15 40

15 20

-

15 40 A

-40-

15 20

A

B

B15

B

★その他、安全衛生に係る不具合

〈特記事項〉

機器本体から異音、異臭、振動等がある

固定部にき裂、腐食、アンカーボルトの緩み等がある

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

〈特記事項〉

〈特記事項〉

〈特記事項〉

受信機の「スイッチ注意」のランプが消えている

また、受信機の「交流電源」のランプが消えている

A

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

【点検記録の確認】

法令点検結果による指摘

〈特記事項〉

〈特記事項〉

〈特記事項〉

【点検記録の確認】

法令点検結果による指摘

〈特記事項〉 点検スイッチ破損

A

A

A

B

20

B

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

15 40

15 40

20

20

容量

（kVA）

容量

（Ah）

2017

容量

（kVA）

750

A

容量

（kVA）

-

-

2700

□ - -

- 40

20

- 15

15 20

40

駐車場

面積

（㎡）

6952.8 -

-

-

-

設置階数 7

■

■ -

500

□ -

□ -

■ 屋内消火栓設備

■

■

■

給湯設備

(洗面・浴室等)

A

-

A B

B

〈特記事項〉

〈特記事項〉

-

〈特記事項〉

15 40

-

- -

-

-

-

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

〈特記事項〉

-

A A

15 40

-

A

AA

A

A

AA

A

B

BB

B

□ - - - -

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

緑色のランプが消灯している。

また、赤色のランプが点灯している。（モニターランプのある機器のみ）

設置場

所

建物全

階

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

消防点検結果による指摘

0

■

排煙設備（機械排

煙）

□

高置水槽

(1,000㎡以下のみ記

入)

A

A

A

A

【

【【

【点検記録

点検記録点検記録

点検記録の

のの

の確認

確認確認

確認】

】】

】

法令点検結果による指摘

〈特記事項〉

非常用照明設備

そ

の

他

各

種

設

備

泡消火設備

(屋内駐車場)

エスカレーター

■

交流無停電電源設

備(CVCF)

□

■

非常警報設備

(1,000㎡以下のみ記

入)

■

ガス漏れ警報設備

(1,000㎡以下のみ記

入)

■ 避雷設備

-

--

-

-

--

-

-

--

-

-

--

-

A

AA

A

B

BB

B

B

BB

B

-

--

-

A

AA

A

～以下、追加項目～

■ スプリンクラー設備

■

■ 連結送水管設備

□ 連結散水設備

■ 台数 2 - 15 40

A

AA

A

B

BB

B

-

--

-

B

BB

B

A

AA

A

B

BB

B

B

BB

B

-

--

-

A

AA

A

B

BB

B

上記項目に該当しない部位や設備

等があれば入力します。


